
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

学校教育目標    すすんで学ぶ子  やさしい子  たくましい子 

 

「丸くなるな 星になれ」 
                    校長 舩田真由美 

 
 

新学期がスタートして、三週間が経ちました。校内を歩いていると、子供たち一人一人が、それぞれ

の場所で一生懸命に過ごしている姿に出会います。 

一年生は、学ぶ意欲に燃えています。毎日の「はじめて」に真剣に向き合っています。二年生は、すっ

かりお兄さんお姉さんの表情となり、一年生に優しく声をかける姿が見られます。三年生は、話を聞くと

きと活動するときのメリハリがあり、集中して取り組む姿が印象的です。四年生は、今年度から一クラス

となり、教室いっぱいに広がる子供たちのエネルギーが感じられ、新しい学級づくりが進んでいます。 

五年生は、初めての委員会活動に臨み、戸惑いながらも「やってみよう」と一歩踏み出しています。や

る気に満ちた表情がとても印象的です。六年生は、音楽朝会で「校歌」を見事に歌い上げてくれまし

た。恥ずかしがることなく堂々と歌う姿に、学校をリードする存在としての頼もしさを感じました。 

わかば学級では、ヤモリを飼うための計画を立てていました。「どのような環境がよいか」「えさはどう

するか」と、自分たちのやってみたいことを形にしようと、意見を出し合う姿が見られました。 

こうして見ていくと、どの子も、それぞれに異なるよさをもち、それぞれの輝きを放っていることに気

付きます。その姿を見ながら、ふと思い出した言葉があります。 

「丸くなるな、星になれ」。 

ある企業のキャッチコピーとして知られる言葉ですが、私はこの言葉に、学校教育とも通じる意味を

感じています。 

私たちは、つい「人並みに」「平均的に」と考えてしまいがちです。しかし、本来、人は一人一人違う

存在です。凸凹があるからこそ、その人らしさがあり、そこに強みや持ち味が宿っているのだと思いま

す。ただ、自分らしさやよさは、自分一人ではなかなか見つけられません。人と関わり、違いに気付

き、思いが重なる中で、少しずつ見えてくるものです。 

学校は、そのような出会いと関わりが生まれる場です。さまざまな人と出会い、関わる中で、自分のよ

さに気付き、友達のよさにも気付いていきます。凸凹はそろえるものではなく、生かすものだと思います。

違う形だからこそつながり、強くなります。学校生活を通して、子供たちが「自分らしさ」に気付き、互い

の凸凹を認め合い、補い合いながら、それぞれの個性に磨きをかけていく。その積み重ねが、自分ら

しさを発揮する力につながっていくのだと考えています。まさに、「丸くなるな、星になれ」です。もちろ

ん、勉強や生活習慣など、自分の生活を充実させるために 

努力することは大切です。しかし、凸凹を無理にならすので 

はなく、生かす方法を考えていくことも大切だと感じています。 

学校には、多様な子供たちがいます。その違いがあるか 

らこそ、新たな気付きや学びが生まれます。そのすべてが、 

学校や学級を豊かにしていく大切な力です。 

この三週間で見えてきた一人一人のよさを大切にしなが 

ら、それぞれの「星」が輝いていく学校づくりに努めてまいり 

ます。 

  今月もどうぞよろしくお願いいたします。 

令和８年４月２４日発行 

小川町立みどりが丘小学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

  

 

本年度は、みどりが丘を大切に思う人たちを「緑人（みどりんちゅ）」とし

て紹介します。今月は、教務を担う二人に、【み小の子供たちのよさ】と【子供

と向き合う時に大切にしていること】を聞いてみました。 
 

（教務主任） 

・み小の子供たちは、わからないことを「わからない」と素直に言えるところがよさだと 

感じています。 

・一人一人の考えの違いを尊重し、わかり合おうとすることを大切にしています。 
 

（教務） 

・み小の子供たちの明るく元気で気持ちのよいあいさつができるところによさを感じ 

ています。ONとOFFの切り替えができるのも素晴らしいところです。 

・笑顔を大切にし、子供たちの気持ちに寄り添うこと、そして「ならぬことはならぬもの  

です」という姿勢を大切にしています。 
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早退時の対応について 

ご家庭のご都合（通院等）による早退の際は、次

の手順でのご来校にご協力ください。 

① 東昇降口（職員玄関）のインターフォンで、学年・学

級・お子様の名前とご用件をお伝えください。 

② 校舎へは東昇降口よりお入りください。 

③ 教室まで迎えに行っていただき、担任へお声が

けのうえ、お子様と一緒に下校してください。 

子供たちの安全・安心のため、ご理解とご協力をお

願いいたします。 

 

スクールカウンセラーについて 

本年度も下記の日程で、スクールカウンセラーの

市川先生が来校します。スクールカウンセラーは、

お子さんや保護者の皆様からご相談を受け付けてお

ります。相談したいことがある場合は、教頭または

担任までお知らせください。  

 

①５ / ７（木） ②７/16（木） ③10/ １（木） 

④11/19（木） ⑤1/28（木）【*①～⑤ 10:00～16:00】 

⑥３ / ４（木）【13:00～15:30】 

                              Moku  

欠席等の連絡について 
１ 欠席等の連絡は以下のようにお願いします。 

① 7:30～8:00      オンライン 

② 8:10 以降        電話 

③ 予めわかっている欠席  事前に連絡帳 
 

2 下校方法に変更がある場合は、必ず連絡帳で 

お知らせください。 

 

登下校時の帽子着用について 
本校では指定の帽子はありませんが、登下校の際は 

帽子の着用をお願いいたします。帽子は、夏は熱中症

予防、冬は防寒となり、またドライバーから見えやす

くなる目印にもなります。 

お気に入りの帽子で構いません。ご家庭にない場合は 

ご準備いただけますと幸いです。ご協力をお願いいた

します。 

 


